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居
住
造
の
他
の
砿
証
明
に
、
住
民
票
抄
住
民
票
が
記
載
睦
備
さ
れ
て
始
め
て
、

本
を
必
要
と
す
る
の
で
・
請
求
す
る
方
町
民
の
皆
禄
が
正
確
な
本
籍
、
住
所
の

が
多
い
が
、
住
民
登
録
に
つ
い
て
わ
か
証
明
や
、
扶
養
家
族
、
同
居
者
、
年
齢

ら
な
い
た
め
に
へ
町
民
の
利
便
を
は
か
等
の
証
明
愛
得
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

る
た
め
に
め
る
も
の
が
、
思
わ
ぬ
不
便
選
挙
人
名
簿
や
学
齢
簿
等
も
正
確
に
顧

鞍
与
え
た
り
、
他
の
市
町
村
で
、
過
料
整
さ
れ
、
ま
た
穗
災
者
の
救
謹
や
証
明

。●

適
用
等
住
民
登
蜂
の
も
つ
目
的
が
正
確

義
一
住
民
登
録
の
異
動
は

に
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
を
す
る
に
は

恋
・
癖
》
必
ず
届
出
を
転
出
す
る
場
合
に
は
、
転
入
届
を
す
る

◇
怯
民
登
録
と
は
や
罰
金
を
と
ら
れ
た
り
し
て
い
る
事
例
と
き
の
便
を
考
え
て
、
現
在
登
録
し
て

い
る
町
村
か
ら
、
住
民
票
謄
本
（
ま
た
一

住
民
蜜
録
嘆
住
民
の
利
便
を
は
か
る
が
あ
り
ま
す
。

は
抄
本
）
を
と
り
、
こ
れ
を
転
入
届
に
一

た
め
に
住
民
を
蜜
錘
し
て
、
そ
の
居
住
◇
届
出
が
な
い
と

関
係
逓
公
醤
幣
時
人
口
の
状
況
を
農
罵
笛
生
死
亡
、
潟
等
戸
溌
認
雛
喀
那
鴎
膳
鯛

雛
謹
蕊
鮮
蕊
謹
鱸
鯲
菫
霊
蕊
鬘
緊
で
言
診
が
る
。

雛
怨
灘
溌
齢
垂
懸
職
隣
壷
縣
醗
鯛
硝
騒
詫
澱
↑
嘩
蹄
鱸
雛
驍
繩
喧

毎
に
作
製
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
．
べ
て
届
出
種
し
な
い
と
登
録
さ
れ
ま
せ
滿
率
燃
鱸
餅
縣
餓
雨

◇
雪
課
し
て
い
な
い
と
ん
。

殿
近
農
地
、
相
続
等
の
登
配
や
、
印
鑑
◇
登
錘
が
躍
砺
さ
れ
て
い
る
と
居
の
届
出
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

居
住
造
の
他
の
麓
証
明
に
、
住
民
票
抄
住
民
票
が
記
載
睦
備
さ
れ
て
始
め
て
、
◇
届
出
は
正
く
し
旱
く

区
Ｐ
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協
耳
《
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６
り
壽
韻
一
．
胃
一
ｘ
ｒ
”
２
．
肺
忌
Ｄ
写
漫
油
Ｅ
瞳
よ
匡
醤
、
主
斤
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
用
価
値
を
た
か
め
一
一
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詣
樒
婚
恥
嘩
睦
睡
誹
癖
華
坤
嘩
鍾
需
麺
一

か
ね
て
か
ら
設
立
準
備
を
す
す
め
て
い
－

乗
隣
蹴
繩
灘
哨
蝿
胎
一

四
十
六
名
を
も
っ
て
組
繊
発
足
し
た
。
一

か
れ
た
。

こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
犯
罪
の
防
止
に

特
に
青
少
年
の
指
導
に
は
、
諮
察
は
も

ち
ろ
ん
防
犯
協
会
、
各
学
校
、
婦
人
会

そ
の
他
の
機
関
も
、
つ
ね
に
協
力
し
て

い
た
が
、
と
く
に
昨
年
は
愛
の
時
報
で

夜
間
の
遊
び
を
制
限
し
て
、
一
般
町
民

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回

は
さ
ら
に
各
町
内
腰
所
に
汲
睡
さ
れ
て

あ
る
街
灯
を
、
一
齊
に
調
査
し
、
故
障

あ
る
街
灯
を
、
一
湾
に
調
査
し
、

典

ら業
いを

か始
らめ
はる
じも
まの
りで
､、

植当
杯初
｜は
青地
成ご
とし

賑
い
街
は
と
か
く
犯
罪
が
発
生
し
や
す
い
。
街
を
明
る
く
し
、
暗
が
り
の
犯
罪
を
な
く
し
よ
っ
と
し
て
、
去
る
十

二
月
二
十
四
日
、
金
木
誓
察
署
に
お
い
て
、
誓
察
藩
長
並
び
に
防
犯
協
会
長
と
共
鯲
で
、
防
犯
灯
般
雌
協
睡
会
が
卵

八
千
石
の
夢
託
す

町
内
の
街
灯
↓
斉
調
査

防
犯
灯
設
置
協
議
会
開
か
る

記
念
碑
を
建
て
て
誓
う

I

’
る
た
め
に
も
薄
役
場
の
行
政
事
務
を
円
一

海
に
進
め
て
町
民
の
利
便
を
は
か
る
た

め
に
も
、
正
し
く
、
早
く
届
出
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
っ
。
も

■
■
■
■
丙
■
■
■
ｄ
■
■
■
‐
１
回
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
ｑ
■
頓
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
固
■
■
■
０
．

』
■
■
凶
Ｔ
》
■
』
■
写
函
屯
Ｐ
■
『
口
一
口
○
句
・
両
』
』
、
■
■
・
・
・
由
ご
■
・
■
・
一
・
・
・
一
・
■
■
』
ぬ
一
口
■
・
・
再
■

①

生
活
保
護
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
の
一

や
魎
球
破
担
を
鑑
側
す
る
と
と
も
に
、

特
に
夜
間
人
通
り
の
多
い
と
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
に
、
新
に
照
明
灯
を
設
極
し
よ

う
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る

当
日
の
出
席
者
は
全
面
的
に
協
力
し
、

早
急
に
談
魔
す
る
こ
と
に
な
り
、
警
察

当
局
の
努
力
に
よ
っ
て
、
す
で
に
各
町

内
と
も
面
目
を
一
新
す
る
ほ
ど
明
る
さ

を
と
り
も
ど
し
た
。

四
十
年
の
夢
を
将
来
に
蹄
し
、
次
の
世

代
を
背
負
う
も
の
に
、
八
千
石
の
山
財

を
残
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
記

念
し
、
さ
る
十
二
月
十
二
日
山
の
神
祭

日
を
期
し
て
、
記
念
碑
を
睡
設
し
、
事

業
の
完
遂
達
誓
っ
た
。

【
写
興
は
そ
の
除
幕
式
】

、

今
回
殻
世
し
た
照
明
灯
は
と
く
に
防
犯

灯
と
名
付
け
、
こ
れ
が
蜜
材
、
労
力
は

ロ
ロ

営
林
署
を
は
じ
め
、
各
業
者
の
奉
仕
的

協
力
に
よ
っ
て
で
き
上
っ
た
も
の
で
あ

り
、
い
た
ず
ら
を
し
た
り
、
電
球
を
破

担
さ
せ
な
い
よ
っ
、
一
般
町
民
の
協
力

｜
を
望
ん
で
い
る
。

な
お
街
灯
用
の
趣
球
は
、
節
一
回
目
の

一
交
換
は
無
料
．
第
二
回
目
か
ら
は
一
箇

金
木
町
選
挙
管
理
委
風
会
（
委
幽
長
土

岐
繁
一
）
で
は
、
さ
》
や
十
二
月
二
十
日

午
前
十
時
よ
り
、
役
場
に
お
い
て
委
員

会
を
蝿
催
し
、
基
本
選
挙
人
名
簿
並
に

昭
和
三
十
四
年
庇
検
察
癖
査
貸
候
補
者

を
決
定
し
て
十
二
時
散
会
し
た
。

基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
九
月
十
五
日
現

在
で
鯛
整
し
た
も
の
で
、
そ
の
投
票
区

別
の
有
権
者
数
は
次
の
通
り
で
あ
り
、

ま
た
検
察
審
査
員
は
、
基
本
名
簿
に
登

載
さ
れ
た
者
の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◇
名
簿
登
戴
人
員
数

第
一
区
（
金
木
）
三
、
一
五
五
人

第
二
区
（
藤
枝
、
川
倉
）

九
六
七
人

第
三
区
（
神
原
沢
部
、
蒔
田
）五

一
六
人

第
四
区
（
寒
瀬
、
中
柏
木
）

有
権
者
八
、
七
九
六
人

選
挙
人
名
簿
が
確
定

グ
謡
料
．
第
二
回
目
か
ら
は
一
箇

昭
和
二
十
七
年
四
月
三
十
日
に
公
布
さ

れ
た
『
遺
族
等
援
護
法
』
は
、
い
よ
い

よ
本
年
の
四
月
二
十
九
日
を
以
て
、
満

七
年
芝
経
過
し
、
そ
の
以
後
は
い
わ
ゆ

る
時
効
に
よ
っ
て
、
遺
族
年
金
、
弔
慰

一
”
歯
・
再
■
■
口
毎
口
■
戸
口
・
・
・
・
再
『
ぬ
『
ご
■
再
争
韓
』
・
・
・
■
・
”
■
』
幸
・
色
口
■
』

■
『
の
ロ
ロ
口
甸
■
Ｐ
『
■
毎
句
■
■
口
■
・
』
ロ
ー
■
呵
毎
』
■
■
■
『
』
■
■
・
■
■
ｐ
■
勺
ｑ
ｑ
－

二
、
四
二
二
人

第
五
区
（
喜
良
市
）
一
、
七
三
六
人

◇
樟
察
審
査
員
候
補
者
割
当
数

第
一
群
（
二
名
）
四
月
～
六
月

平
川
久
次
郎
（
裏
）
福
士
釣
（
金
）

第
二
群
（
三
名
）
七
月
～
九
月

古
川
カ
シ
（
害
）
角
田
安
広
（
金
）

泉
谷
象
松
（
川
）

第
三
群
（
三
名
）
十
月
～
士
一
月

練
方
未
太
郎
（
害
）
白
川
兵
太
郎
（

蒔
）
山
中
清
市
（
裏
）

第
四
群
（
三
名
）
一
月
～
三
月

伊
藤
正
美
（
嘉
）
竹
内
義
治
（
蒔
）

川
口
豊
三
郎
（
金
）

貯
篭
と
納
硬
は
年
頭
か
ら

旧
正
月
も
近
く
な
り
、
何
か
と
出
餐
が

か
さ
む
。
こ
こ
で
財
布
の
口
を
し
め
、

税
金
を
完
納
し
て
、
健
全
な
一
年
の
計

画
を
た
て
ま
し
さ
っ
。

に
つ
き
二
○
円
で
散
宿
所
で
交
換
し
て
↓

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．
（
二
回
一
一
幅
麓
羅
か
礎
唾
鵬
鶏
鰡

目
か
ら
の
電
球
に
街
灯
用
の
印
が
つ
い
滅
器
で
消
灯
窓
励
行
し
、
砥
力
の
節
約

て
い
る
）
に
も
協
力
し
ま
し
よ
っ
。

昼
間
、
冠
灯
の
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も

議壹灘麟難瀧難
物をはかる基準である計算単位は、法律で1月1日

から、いよいよメートル法一本に統一されました。そ

こで、みなさんに早くおぼえていただくため、日糀生

活用品の早見表を掲げてみました。

衣 料品

回セピロ、スーツ、セパレーツ、スカート等の服地、

ネル、唖布地などは…･････メートルで…･…・

○いままで1ﾔー ﾙ§誌1メートル（約1.1ヤール）
セビロ地(W幅）など

2．8メートル
○ク3ヤール〃 （約3ヤール）

ズボン地(W幅）ネル(S幅）など
1．2メートル

○〃1．3ヤール〃 （約1.3ヤール）

遺
族
援
護
法
は
四
月
ま
で

関
係
者
は
申
込
み
の
こ
と

金
、
障
害
年
金
な
ど
の
梱
利
を
失
う
こ

と
に
な
る
。

従
っ
て
、
こ
の
法
律
に
該
当
す
る
方
は

な
る
べ
く
早
く
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
ど
ん
な
方
が
こ
の

法
律
に
該
当
す
る
か
と
い
つ
と
、
身
分

と
か
、
死
亡
の
原
因
及
び
遺
族
等
に
い

ろ
い
ろ
の
条
件
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
な
方
の
適
族
は
該
当
す
る
の

で
、
関
係
者
の
申
出
を
の
ぞ
ん
で
い
る

一
、
戦
死
、
戦
傷
病
死
者
の
迩
族

二
、
応
召
、
入
営
等
で
勤
務
し
、
復
員

後
療
養
中
死
亡
し
た
方
で
、
そ
の
死

因
が
在
隊
中
の
も
の
と
認
め
ら
れ
た

者
の
適
族

三
、
傷
病
疾
病
に
よ
り
傷
病
恩
給
の
裁

定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
傷
病
に
よ

り
死
亡
し
た
方
の
遮
族
へ
増
加
恩
給

受
給
中
そ
の
他
の
病
気
で
死
亡
し
た

方
の
遮
族

四
、
戦
時
中
徴
用
令
ま
た
は
総
動
員
業

務
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
も
の
等
に
よ

る
被
徴
用
者
、
学
徒
動
員
、
女
子
挺

身
隊
、
動
労
報
国
隊
、
国
民
義
勇
隊

屋
等
で
勤
務
中
死
亡
し
た
方
の
適
族

五
、
軍
の
要
諦
に
も
と
づ
い
て
戦
闘
に

参
加
し
た
者
、
終
戦
後
外
地
に
強
制

抑
留
さ
れ
る
等
し
て
死
亡
し
た
者
の

適
族

スカート地(W幅）など

85センチ
○ク0．9ヤール〃 （約0．9ヤール）1

回友漣金幅・晒木綿・裾まわしなどの切り五りは…･‘･“§

○いままで鯨1尺胃誌40ｾﾝﾁ(約鰯1尺)＃
○〃鯨5尺〃2メートル（約鯨5.3尺)1
口ワイシャツ、カラー、足袋、靴などはセンチサイズ、
で…･…・

ワイシャツ、カラーは

以
上
の
こ
と
は
、
主
な
る
こ
と
に
つ
い
一
ま
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
く
わ
し
い
こ

一
一
一

章
噸
沸
雄
鵠
鮒
雛
砧
驫
噸
督
福
祉
課
に
問
合
わ
せ
ら

九

こ
れ

県
で
は
一
月
末
日
ま
で
に
、
現
在
生
死
》

の
消
息
が
明
ら
か
で
な
い
未
帰
還
者
の

一
齊
鯛
査
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
霊

こ
れ
は
す
で
に
帰
還
し
た
人
に
対
し
、
一

未
帰
選
者
の
名
簿
を
送
付
し
て
、
査
料

を
収
集
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
調
査

は
、
未
帰
還
の
逓
後
の
鯛
査
で
あ
る
の

で
、
関
係
者
の
協
力
を
望
ん
で
い
る
。

Ｉ
道
路
の
遊
び
は
金
木
蕃
察

署
な
ら
び

怪
我
の
も
と
に
金
木
地

区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
冬
期
道
路
上

で
遊
ぶ
児
童
の
率
故
を
防
止
す
る
た
め

児
童
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
各
家
庭
の
注

意
を
換
起
し
て
い
る
。

未
帰
還
者
の
調
査
始
る
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◇
■

可
愛
い
子
供
を
守
る
た
め
、
各
家
庭
で

も
通
路
で
な
い
安
全
な
山
野
な
ど
に
遊

び
場
所
を
求
め
、
つ
ぎ
の
事
を
守
っ
て

顎
故
の
な
い
、
錘
康
で
明
る
い
多
休
み

に
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

一
、
下
り
坂
を
そ
り
、
ス
ケ
ー
ト
、
ス

キ
ー
な
ど
で
す
べ
り
、
人
家
、
物
陰

な
ど
よ
り
道
路
に
で
な
い
よ
っ
に
。

二
、
交
通
の
は
げ
し
い
道
路
で
乗
り
も

三
．
自
動
車
、
馬
そ
り
の
後
に
つ
か
ま

四 がの
の
遊
び
を
し
な
い
よ
っ
に
。

、
自
動
車
、
馬
そ
り
の
後
に
つ
か
ま

っ
て
す
べ
る
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に

、
屋
橿
雪
の
落
ち
る
お
そ
れ
の
あ
る

危
い
湯
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
。

足袋は

最
後
で
す
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靴（下段は婦人靴）は
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,噌講鴬『I
食料品j

同野渠、果物、魚、乾物、佃諏、涜物、味iifﾔ、票子、f
肉類、茶、砂糖などは…‘．.“グラムで…･….

○し､ままで↑00匁号誌400グﾗﾑ(約107匁)i
○〃10匁〃40グラム（約11匁）ミ
○〃50匁多200グラム（約53匁）』

○〃1貢〃4ｷﾛ穂fIT70匁);
同酒、鹿酎、鶴油、酢などの計り寅りは･･……リットル；
で､．････…

○いままで｛合腎誌2デｼﾘｯﾄﾙ（約1.1合）1
○〃2合〃4デシリットル（約2,2合）；
○〃5合〃1リツI-ル（約5.5．）ノ
○ク1升〃2リットル(Mll.1升)､,

’

五
所
川
原
職
業
安
定
所
で
は
、
川
崎
に

訴
業
所
の
あ
る
日
本
鋼
気
玉
川
事
業
所

の
女
子
職
員
を
募
集
し
て
い
る
。

こ
れ
は
中
学
卒
業
者
（
満
二
十
歳
未

満
）
で
、
作
業
の
内
容
は
通
侭
機
組
立

待
遇
は
、
月
五
、
五
○
○
円
か
ら
七
、

○
○
○
円
、
詳
細
は
安
定
所
に
。

一
日
金
木
病
院
組
合
巌
会

三
日
社
会
教
育
委
員
会

九
日
総
務
常
任
委
屡
会

十
五
日
総
務
常
任
委
員
会

二
十
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
、
川

倉
財
産
区
残
務
処
理
議
員
会

二
十
三
日
総
務
常
任
委
員
会

二
十
四
日
金
高
組
合
議
会
並
び

青
委
員
会
合
同
協
議
会
、
有
畜

’8,448人 現
あ
し
あ
と

１ .-8勺・

訓く男
女
態口動人

8,138人

人
状
報

計16，586人昭和33年12月31日現在

金木'裏潮|喜良市’
""､ZSII13,"~｢1
］,482181315621

ロ
ー
Ｐ
１
１
８
ｉ
Ｉ
Ｉ
巳
日
■
■
■
■
０
１
０
Ｊ

針
１
７

分
一

口

区
人 優に

家教16，586

2,857

可

■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｄ
ｒ
ｐ

行
成
振
興
懇
談
会

一
千
五
日
金
木
町
部
分
林
組
合
投
立

準
揃
委
員
会
、
保
育
所
ク
リ
ス
マ
ス

遊
戯
会

一
千
六
日
固
定
鉦
産
評
価
審
査
委
員

会
二
十
八
日
教
行
民
生
鱗
椛
委
凰
会

二
十
九
日
定
例
町
醗
会

三
十
日
定
例
町
醗
会
（
二
日
目
）

｜

千
八
日
教
育
民
生
鱗
椛
委
凰
会

一
千
九
日
定
例
町
醗
会

一
一
一
十
日
定
例
町
醗
会
（
二
日
目
）

８
品
珊
ツ
ｑ
Ｌ
》
毎
Ｗ
口
９
．
３
扇
形
Ｔ
ｏ
晶
叩
訓
琢
毎
死
期
切
守
。
０

帳
↑
蝉
，
縦
腫
一

◇
：
亥
の
年
に
明
け
て
、
一
月
号
早
速

発
行
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
殿
風
の

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
す
。

◇
：
・
降
る
ま
で
は
、
こ
と
し
は
雲
が
降

る
ま
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
夜
に
し

て
積
も
っ
た
。
や
は
り
降
る
べ
き
と
き

に
降
る
の
が
自
然
鰹
理
．
．
…
こ
れ
翁
豊

作
の
前
兆
で
あ
れ
ば
幸
い
。
．

◇
・
・
・
本
年
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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